
CKD-MBDの管理には優先順位がある

• 血清リン濃度、血清補正カルシウム濃度、血清PTH濃度の順に
優先して管理目標値内に維持する

• リンまたはカルシウム濃度が持続して高い場合は速やかに治療
法を変更する（1回の測定結果だけでは判断しない）

• 原則として、リンおよびカルシウムを管理した上で、PTH濃度
を目標値内に保つように活性型ビタミンD製剤もしくはシナカ
ルセト塩酸塩の投与を考慮する

項 目 管理目標値
血清リン濃度 3.5～6.0 mg/dL
血清補正カルシウム濃度 8.4～10.0 mg/dL
血清intact PTH濃度 60～240 pg/mL


